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拘束によって発生したひずみ分布から熱応力分布を推定

DIC解析により求めたひずみと温度分布を同期させ、拘束によって発生したひずみを算出いたします。

画像相関法（DIC;Digital Image Correlation）を用いた
熱ひずみの評価

Cat.No 3E5J-146-00-211013

部材の温度が変化するとき、他の部材との温度差、部材内の温度分布、熱膨張係数の異なる異材間の変形差などにより
自由な熱膨張・収縮が拘束され、熱応力が発生します。DIC解析により求めたひずみと、赤外線カメラで取得した温度分布
から算出される自由な熱膨張・収縮量から、拘束によって発生したひずみ分布を精度よく算出し、熱応力分布の推定に
寄与します。

フェライト系ステンレス製加工部材における評価事例

・ 高精細カメラによるDIC解析用画像と赤外線カメラに
よる温度分布を同時計測します。

・ 参照点マーカーによりDIC解析用画像と温度分布を
精度よく同期させます （図1） 。

・ 温度分布と温度依存性を考慮した線膨張係数※

から拘束の無い場合の熱膨張ひずみ分を計算し、
DIC解析から求める全ひずみから差し引くことで
拘束によって発生するひずみを評価いたします 。

※ 線膨張係数の温度依存性データの取得が別途必要と
なります。
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図2 拘束によって発生したひずみの比較
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形状の平坦化により、ひずみ変化が小さくなっている状況が観察されます（図2）


